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ホームのレクリエーションです。『ハエたたき』 
をしました。団扇と“ハエ”をマジックテープで 
くっつくようにして叩きながらハエを取っていき 
ました。ある利用者様は大変夢中になり、遠い 
テーブルの反対側にいるハエも叩こうして、身を 
乗り出しておられました。とても盛り上がった 
レクリエーションでした。 

 

門川高校の福祉課の実習生として、 
今回も 2 人がデイサービスに来られました。 
将来の福祉を担う若き力の実習生。 
しっかり介護理論や技術を身につけて、 
身近な存在や地域のために、貢献して 
ほしいですね。 



 
介護現場より介護技術をお届けしています。少しでも負担をやわらげ、ゆとりを持った介護を実現しましょう。 
今回は清拭（せいしき）の手順とやり方、ポイントをご紹介します。清拭とは入浴できない場合に身体を拭くこ 
とをさしますが、清潔を保つ以外にも血行促進や情緒安定の効果があります。 

 
【全身清拭を行う順番】  顔面→上肢→胸部→腹部→下肢→背部・腰部・臀部→陰部  

※この順番で行うと体位交換が少なく負担が軽減できます。 

【各部位の拭き方】  
1.顔面・頸部  
まずは目から拭きます。左右の目を拭くときはタオルの拭く面を変えて 
目頭から目尻に向かって拭きます。目を拭き終わったら顔面を顔の凹凸 
に沿って拭きます。小鼻の周りや顎、耳の後ろ、頸部もていねいに拭き 
ます。顔面は、一般的に石鹸を使用しませんが、被清拭者が使用してい 
るものがあれば、被清拭者の意思を確認し使用します。 

 
2.上肢 
介護者の立っている位置と反対側の上肢から拭きます。最初に、介護 
者の片手で被清拭者の手首の関節を支え前腕をタオルで拭き、次に上腕 
も肘関節を支えて拭きます。拭き方は、抹消（心臓から遠い位置）から 
中枢（心臓に近い位置）に向かって拭きます。手指や腋窩（わきのした） 
や肩関節もていねいに拭きましょう。 

 
3.胸部 
まず、鎖骨に沿って拭き乳房は円を描くように拭きます。女性の場合は乳房の下もていねいに拭きます。 

 
4.腹部 
腸の走行に沿って「の」の字を描くように拭き、脇腹は上下に拭きます。 

 
5.下肢 
介護者から遠いほうの下肢から拭きます。下肢を拭くときは、被清拭者 
の膝を立て介護者の片手で膝関節の下から支え、抹消から中枢に向かっ 
て拭きます。下腿、大腿の順に拭き、足底、足の指と指の間もていねい 
に拭きます。 

 
6.背部、腰部、臀部 
被清拭者は側臥位になって頂きます。利用者が側臥位になったときには 
ベッドから転落しないように十分注意します。背部は冷感に敏感である 
ため湯温を確認し、大きな動きでマッサージするように拭きます。 
臀部は外側に円を描くように拭きます。褥瘡ができやすい部位（仙骨部、 
肩甲骨部など）を観察しながら拭きます。 

 
7.陰部 

陰部は下用のタオルを使用し、できるだけ被清拭者が行えるようにしますが被清拭者自身でできない場合や十
分に拭けないときは介助します。自尊心を傷つけないように声かけやプライバシー保護に気をつけます。女性
の場合は、尿道口と肛門の位置関係から感染をすることが多い為、前（恥骨側）から後ろ（肛門側）へ向かっ
て拭きます。 




